20世紀初頭のイタリアにおける国民意識創出の試み : 子ども向け日曜新聞 Il giornalino della domenicaとLuigi Bertelliについての一考察 by 上野 隆生
20世紀初頭のイタリアにおける国民意識創出の試み









1906 年 6 月 24 日（日）、『子ども向け日曜新聞』（Il giornalino della domenica）が創刊された









2 ── Luigi Bertelliあるいはヴァンバについて
3 ── Il giornalino della domenica に見るヴァンバの論調
── おわりに
【Abstract】This article focuses on Luigi Bertelli (alias Vamba) and the initial stage
of Il giornalino della domenica (1906-1927), specifically, between June 1906 and
December 1907. That means the period of Giolitti, or in the midst of the “giolit-
tismo”. Both Vamba and Il giornalino della domenica are worthy of attention for
analyzing the background of the nationalism in Italy. Deeply influenced by the
Risorgimento, as well as Garibaldi and Mazzini, the “latecomer” Vamba aimed to
build a unified community of Italian children and to form a firm national identity
in the would-be Italian nation. 
Because he assumed readers of the paper as children or younger people, Vamba was
deeply aware of its educational effects. But far from the traditional teachers’ way of look-
ing down children, Vamba did take children as company or friends. Il giornalino della
domenica is also distinguished by its highly artistic mind, such as various novels, poems,
correspondence, short stories, allegories, photos, and unique and wonderful illustrations.
Instead of making children bored, Vamba tried to encourage them to be curious and intelli-
gent. Il giornalino della domenica was published to attain these wide-ranged purposes.
Probing into Vamba’s articles of Il giornalino della domenica, we can draw a conclu-
sion that Vamba emphasized two basic values. One is peculiar to Italy and the other is
quite universal : the former is the formation of national identity or national consciousness
as Italian, and the latter is the good faith (“bontà” in Italian) and consideration for others.
It can be said that both of them are integral to each other, although there existed funda-
mental contradiction between the two values. With that ambivalence, these values would






ルド』（Il Leonardo、1903－1907 年）、『ラ・ヴォーチェ』（La Voce、1908－1916 年）、『ラチェル
バ』（Lacerba、1913－1915 年）などには言及されているが１）、GDD への言及はない。あるい
は、イタリア文学史を簡潔に鳥瞰したポール・ギショネの『イタリア文学史』においても、












は「幼児や若者を政治的に動員するという 20 世紀初期の実験、とりわけ Luigi Bertelli の




である。1927 年まで続いた GDD の詳細な通時的分析は稿を改めて行うこととし、本稿で
















を受け継いだのがカヴール（Camillo Benso di Cavour、1810－1861 年）とガリバルディ
（Giuseppe Garibaldi、1807－1882 年）であった。出自や背景も含め、両者は性格的にも政治的
にも正反対であった 13）。一時両者は連携したが、1858 年にプロンビエールの密約が結ばれ












ーマ進駐の必要性を説いたが、ピウス二世がこれを拒否したため、9 月 20 日にイタリア王
国軍はローマに進撃、ピア門を破ってローマに入った。翌 10 月、ローマとその周辺地域





















1891 年に 630 億リラであった GDP は、1901 年には 749 億リラに拡大した。経済成長は
進んだが、矛盾も噴出した。たとえば 1901 年には 1000 件以上の工場ストライキが起き、
農村でも 600 件以上の争議が発生した。1901 年から 1902 年にかけてのストライキや農業





ミーチス（Edmonodo De Amicis、1846－1908 年）の『クオーレ』22）とカルロ・コッローディ
（Carlo Collodi、1826－1890 年）の『ピノッキオの冒険』23）であった。特に前者は、1885～
1906 年の 20 年間に 30 万部が売れた 24）。これは識字率の上昇や義務教育普及を物語るも
のであり、1882 年から 1911 年の間に公務員数が 68%増加したことや 25）、1897 年から





















2 ── Luigi Bertelliあるいはヴァンバについて
本節では、ヴァンバの経歴を概観し、その人物像の一端を探ることにしたい 32）。




























1890 年 12 月 25 日、ヴァンバは週刊誌『ジョットの丸：明るく丸い雑誌』（L'O di Giotto :
giornale chiaro e tondo）を創刊した。同誌は、1892 年 12 月 25 日の 53 号まで続いた。さら
に、1901 年には『ささいなこと：人民の政治週刊誌』（Il Bruscolo : giornale politico settimanale del













聞」で「より幸せな時」を届けようとした 36）。こうして GDD は創刊された。
それ以前にも子ども向け新聞は存在した。たとえば、1834 年にピエトロ・タウアー
（Pietro Thouar）が匿名で発刊した『子どものための新聞』（Il Giornale per i fanciulli）はその嚆矢
である。しかし、オーストリア政府の圧力もあり、短命に終わった。その後、1881 年 7 月
7 日にフェルディナンド・マルティーニ（Ferdinando Martini）編集による子ども向け新聞が刊




GDD は大きく 4 期に分けられる。第 1 期は 1906 年の創刊から 1911 年までで、ヴァン
バが編集長を務め、ベンポラードが出版社であった。その後中断し、再刊された第 2 期は
1918 年から 1920 年までで、ヴァンバの死後は、創刊時から関わっていたファンチュッリ
（Giuseppe Fanciulli）が編集長となった。第 3 期は 1921 年から 1924 年までで、ファンチュッ
リが編集長を続けたが、出版社はローマの Editori Alfieri & Lacroix（1921 年）、次いでミラノ
の Società Editrice Vamba/Bottega di poesia（1922－1924 年）に変わっている。第 4 期は 1925 年
から 1927 年までで、編集長はビッタレッロ（A.Bittarello）とモンダドーリ（Arnoldo Mondadori）
012 20世紀初頭のイタリアにおける国民意識創出の試み◎上野隆生
が務め、ミラノの Periodici Mondadori が出版社となっている。このように、1911 年夏から
1918 年 12 月まで GDD は発行を中断したが、その間ヴァンバは、ライバルである『子ど
も郵便』（Corriere dei piccoli）にも関わった。そして、GDD 再刊から二年後の 1920 年 11 月
27 日にヴァンバは死去した。
3 ── Il giornalino della domenicaに見るヴァンバの論調
本節では、GDD 創刊当初のヴァンバの署名入り記事を中心に検討し、ヴァンバの価値観
などを抽出することにしたい。
GDD は当初、平均 3000 部印刷された。本文は平均 20 頁、挿絵や写真が多く掲載され
たのも特徴である。特に、表紙には工夫がこらされた。創刊号は五色刷りであったが、特
に創刊当初（第 28 号まで）は、優れた挿画家スカルペッリ（Filiberto Scarpelli）によって、「ガ
スコーニュ的なスタイル」の色彩画で毎号飾られた 38）。ヴァンバが表紙を重視していたこ
とを示すのが、「イタリア芸術家のコンテスト」（Concorso fra artisti italiani）と銘打った企画で、










書」（Il programma）に示されている 41）。GDD は「最も有用で、最も歓迎される」雑誌となる
ことを述べ、「よきお父さんがかわいい子どもたちに用意してあげられるものである」と宣





























まず、「英雄の年の夜明け」（L’alba d’un anno eroico）を見てみよう 47）。1848 年は「英雄の年










次に、1870 年 9 月 20 日についても、ヴァンバはいくつかの記事を書いている。前述し
たようにこの日イタリア王国軍はピア門を破ってローマに入り、ローマのイタリア王国編






















人物への仮託として目を引くのが、ガリバルディへの言及である。7 月 7 日はガリバル































































































Beccari）はその一例である 62）。1906 年 9 月 24 日に亡くなり、ボローニャで埋葬されたベ
ッカーリについて、その人生は「短く、簡明で、偉大である」とした上で、「善のための戦
いと苦しみに生きた女性の歴史、他人のために生き、他人のために死んだ」と記してい









































































２）ポール・ギショネ著 野上素一訳『イタリア文学史』白水社、1958 年、120－121 頁。
３）森岡鉄郎・重岡保郎『世界現代史 22　イタリア現代史』山川出版社、1977 年、185－198 頁。
４）北原敦編『世界各国史　15　イタリア史』山川出版社、2008 年。また、日本語に翻訳され出版され
ているクリストファ ・ーダガン著 河野肇訳『ケンブリッジ版世界各国史　イタリアの歴史』創土社、
2005 年、シモーナ・コラリーツィ『イタリア 20 世紀史』名古屋大学出版会、2010 年、などでも
GDD に関する言及は見られない。









シズム体制への動員を図った。バリッラ少年団については、とりあえず James W.Miller, “Youth in the
Dictatorships”, The American Political Science Review, Vol.32, No.5, Oct. 1938, pp.965-970、ならびに北
原、前掲書、314 頁および 496 頁、を参照。
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